（総説）看護場面における視線解析を用いた研究の動向と今後の課題 by 寺井 梨恵子 et al.


































































19 件となった．この 19 論文の引用文献の中から1　石川県立看護大学





and「eye movement」，「nurse or nursing」and
「eye tracking」として，CINAHL で期間を 1984
年～ 2015 年とし，「査読あり」に絞り込んだと
ころ，96 件が表示された．PubMed では期間を












件  7- 9），2010 年１件  10），2011 年３件  5, 11, 12），2012
年４件  13- 16），2013 年４件  17- 20），2014 年３件  21- 23），




年 １ 件  25），2011 年 ２ 件  26, 27），2012 年 １ 件  28），
2014 年４件  29- 32），2015 年２件  33, 34）であった．国




学生を比較したものが２件  32, 34）あった．
目的別にみると，看護師の臨床経験や看護学生
との比較における眼球運動の特徴について明らか
にしたものが 16 件  2- 4, 7- 11, 13, 15, 17, 21,  24- 26, 29），看護場面
におけるエラー発見時の眼球運動を測定したもの
が６件  5, 14, 27, 28, 30, 33），看護師や看護学生の危険予知
と眼球運動について明らかにしたものが５
件  12, 16, 19, 20, 22），教育の媒体や教育の効果として眼球








































































①Ⅰ度の AV ブロック ②洞調律  ③前壁梗塞  ④下壁梗塞
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13 件  2- 4, 9, 10, 12, 14- 18, 22, 23）であった．動画は２件  13, 19），
模擬病室やシミュレーションは７件  5, 7, 8, 11, 20, 21, 24）で
あった．提示課題の内容は，ベッドサイドでの患
者の観察  2, 9, 10, 15, 18, 20, 23）が７件，ベッドサイドでの
転倒・転落に関連した観察が５件  3, 4, 12, 16, 21），小児
の患児  22）やインシデント発生確率の高い場面  19）
などの危険予知が２件，静脈注射指示書の読み取
り  14）や点滴  13），採血  11）, 輸液ポンプ  5）など診療
に関するものが４件，気管内吸引の操作 24）が１件，
血圧測定の動作  7, 8）が２件，乳児の哺乳場面  17）が
１件であった．海外文献では，シミュレーション
が多く７件  25, 27, 28, 31- 34），このほか，シミュレーショ
ンと実際の臨床環境の比較を行ったもの  30），実




間が最も短いものは５秒間であり３件  2, 12, 16）あっ
た．その他，６秒間１件  15），10 秒間１件  3），15
秒間２件  4, 17），60 秒間１件  22），120 秒および 180
秒ずつが１件  13），７場面で約 10 分間  19）であった．
時間を指定せず，対象者の自由に任せたものが
11 件  5, 7- 11, 14, 18, 20, 21, 24）で最も多かった．また，不明
が１件  23）であった．海外文献においては，８分
間の指定時間におけるシミュレーションでの観察




「注視時間」で 14 件  2, 4, 5, 7- 10, 13, 15, 17- 21）あった．次に
多かったものは，「注視回数」を指標としている
もので 10 件  4, 7, 9, 14, 17- 22）であった．また，提示課題


























典型的な帝王切開の 4 つの手術段階で分析された NA Koh : 2011
看護技術に
関すること 
気管内吸引操作を実施することとし、6 つの過程で分析された free Colley:2015
外来採血室を模した室内で採血モデルを装着し座位になっている
模擬患者に対して，真空管血管システムにより血液検査用と生化学
























































研究 A：模擬患者は，質問されたときのみ会話した．患者は ID バ
ンドを持っていた．参加者には薬物バッグが渡された 
研究 B：実際の臨床環境で研究 A と同様に薬物を投与した 
NA He:2014
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時間  11, 24），注視移動回数  17），視線軌跡  11, 24），視線
の移動速度  24）があった．
海外文献においては，最も測定されていた項目
は，関心領域（AOI：Areas of interest ）を設










ものは 20 件であり，２件  11, 23）は記載がなかった．
視線の停留時間を定義しているものは 16 件あり，
100ms（ミリセカンド）以上が最も多く 10
件  2, 4, 5, 12, 14, 16, 17, 21, 22, 24）．165ms 以 上 が ３ 件  3, 9, 18），
200ms 以 上 が １ 件  20），500ms 以 上 が １ 件  13），
1500ms 以上が１件  19）であった．最も短いもの
は 33ms 7, 8）であった．視線の移動角度を定義して
いるものは 10 件あり， 1.0deg が２件  12, 16），2.0deg
が１件  24），２deg/s が１件  5），５deg/s が最も多
く４件  2, 3, 10, 15），11deg/s が１件  18）であった．また，







短いもので 15ms 29），次に 120ms 30），150ms 34），
400ms が２件  25, 28），1000ms 26）であった．視線の
範囲を定義しているものは５件あり，１cm 四方
としたものが３件  25, 28, 30），AOI 内などエリアを指
定したものが２件  26, 34）であった．この５件は，
停留時間と視線の範囲のいずれも包含条件として
いた．


















ものが３件  31, 32, 34）あり，全てシミュレーション教
育におけるデブリーフィング注2の媒体として使用


















































































































































前壁梗塞の ECG を読みとりでは，1 年生はリズム診断のための Ld とⅡに注意
を払っていたのに対し，3 年生は，この ECG 診断基準には関連付けられてい








































































指標／評価 課題内容 特徴 文献
注視時間／
注視回数等 
日 常 の 業
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日 常 の 業




























時の眼球運動を測定したもの  27, 28, 30, 33），教育の媒
体や教育の効果として眼球運動測定を用いたも
の  31, 32, 34）が多く，提示課題としてシミュレーショ
ンが最も多かった．また，測定指標は AOI を設



































ントや危険予知につなげている  4, 13）とされていた．

















ものは，危険予知  4, 12, 16, 19, 20, 21）や，看護技術であれば，
知識やスキルを要するもの，例えば，輸液ポンプ
の操作  5），採血の場面  11），気管内吸引の操作  24），
心電図の読み取り  29）であった．一方，臨床経験
年数の違いによって特徴を認めなかったものに
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Trends and Future Challenges in Research 
Using Visual Line Analysis in the Nursing Setting
Rieko TERAI，Naoko MARUOKA，Shizuko HAYASHI
Abstract
　The purpose of this study was to investigate future challenges in research on visual line of 
nurses in the nursing setting by clarifying trends in previous studies using eye movement 
measurements. We examined the current literature with reference to Cooper’s Taxonomy of 
Literature Reviews. Searches of Igaku Chuo Zasshi, CINAHL, and PubMed for the keywords 
“nursing,” “gaze,” and “eye movement” were conducted, and 22 articles from Japan and 10 from 
overseas were found and analyzed.
　Many Japanese studies presented still images to the subjects. Many overseas studies used an 
eye-tracking device in simulation education. In Japanese studies, the most common measurement 
item was gaze time. However, the definition for gaze was not standardized, suggesting the need for 
further discussion in future. The educational effect of measuring visual information on nurses was 
also unclear. Moreover, while many articles mentioned a difference in visual information capture 
according to clinical experience, others did not.
Keywords　observation，eye tracking  eye movement  gaze
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